The study of the political promotion of Japanese subculture on the city : the cosplay culture in terms of the cultural apparatus theory by キクチ, エイキ et al.
 
論文審査の要旨及び担当者 
  No.1 
報告番号 甲 乙 第      号 氏 名 菊地 映輝 
論文審査担当者 主 査 土屋大洋  政策・メディア研究科教授 
 副 査 清水唯一朗 政策・メディア研究科委員兼総合政策学部教授 
  逢阪貴士  政策・メディア研究科委員兼総合政策学部教授（有期） 
  熊坂賢次  慶應義塾大学環境情報学部名誉教授 
   





 いわゆるクールジャパン政策が注目されているが、自動車産業が 67 兆円を超える規
模なのに対し、出版 1兆 2921億円、ソーシャルゲーム 5622億円、ライブ 3448億円、ア











































県宮代町の 4つのエリアと、世界遺産でのコスプレという 1つの現象、計 5事例におけ
る文化装置の形態や変遷から検討した。 
 以下、目次に沿ってその内容を概観する。 





 第 6章では、本論文で扱う 5事例について整理し、それぞれの位置付けを示した。そ
の上で、第 7章で秋葉原、第 8章でお台場、第 9章で池袋、第 10章で宮代町、第 11章
で世界遺産について事例研究を示した。 






















  No.3 
サブカルチャーを含む文化一般を振興させられるという可能性を有している。また、文
化装置は都市空間内に存在するため都市開発の現場などにおいても参照できる議論と言
えよう。 
 また本論文は、これまでの「文化の振興と普及」と「文化財の保護」という二大領域
以外の新たな文化政策の可能性を提示できたという点でも評価できる。下位文化ディス
トリクト形成のための環境条件を整備するという「文化装置論的政策論」という新たな
文化政策のアプローチである。 
 ただし、本論文にはいくつかの限界も認められる。まず実証性に欠ける点はやはり否
めない。今後はより定量的なアプローチで実証を行う研究が求められるだろう。たとえ
ば、空間統計を取ることで、その街にどれだけ文化装置が存在するかを明らかにするこ
とは有効なアプローチであると思われる。また、本研究の主眼は、理論を提示すること
にあったため、事例はオタク文化の一領域であるコスプレ文化だけに限定されているが、
複数の下位文化における文化装置を比較することで、文化装置の定義をより洗練させる
ということも今後の研究として期待されるだろう。また、インターネット上に成立して
いる文化装置については、秋葉原を論じた章で簡単に触れているものの、十分に論じら
れたとは言えない。今後より一層の情報化が進展することも見据え、今後はインターネッ
ト空間上と都市空間上の文化装置がどのような関係にあるのかなどを調べる必要もあ
る。 
 そうしたいくつかの限界は認められるものの、本研究では、サブカルチャーというこ
れまで文化政策から抜け落ちていた領域についての振興政策のあり方を文化装置論とい
う形で提示している。本論文冒頭で述べられている通り、これから日本が自国発のサブ
カルチャーをより発展させ世界で影響力を持ち続けるために、サブカルチャーを振興さ
せる仕組みを定式化することが必用不可欠である。これまでは当てずっぽうに政策が行
われていたり、そもそも政策的に振興するという発想がなかったりするサブカルチャー
に対して、政策的振興という観点を提示する一助に本論文はなる。 
 本研究は、コスプレを題材にサブカルチャーを集積させ、振興させるための文化装置
の役割を明らかにした、SFCらしい挑戦的・開拓的な研究として評価できる。本研究の
問題意識は、地域活性化、都市設計にも応用される可能性を秘めており、学術的のみな
らず政策的な意義も大きい。 
 以上により、本研究を通して、著者は先端的な研究を行うために必要な高度な研究能
力、新たな研究領域を切り開く発想力、並びにその基礎となる豊かな学識、および、研
究成果を社会貢献へ結びつける能力を有することを示した。したがって、本委員会は、
本論文の著者は、博士（政策・メディア）の学位を受ける資格のあるものと認める。 
 
